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石田勢津子名誉教授
年譜・著作目録
〈年　　譜〉
1975年3月	 名古屋大学文学部哲学科心理学専攻卒業
1977年3月	 名古屋大学大学院教育学研究科教育心理学専攻修士課程修了
1980年3月	 名古屋大学大学院教育学研究科教育心理学専攻博士課程単位取得後退学
1980年4月	 日本学術振興会奨励研究員（至る1982年3月）
1982年4月	 名古屋大学教育学部助手（至る1989年3月）
1985年4月	 名城大学薬学部非常勤講師（至る1986年3月）
1989年4月	 名古屋外国語大学外国語学部助教授（至る1994年3月）
1989年4月	 名古屋大学教育学部非常勤講師（至る1995年9月）
1991年4月	 椙山女学園大学人間関係学部非常勤講師（至る1999年3月）
1994年4月	 名古屋外国語大学外国語学部教授（至る2016年3月）
1994年7月	 博士（教育心理学）学位授与（名古屋大学　論教育博第47号）
2016年4月	 名古屋外国語大学名誉教授
◇所属学会および活動
1976年4月	 日本教育心理学会会員（至る2016年3月）
1977年4月	 日本心理学会会員（至る2016年3月）
1980年4月	 東海心理学会会員（現在に至る）
2003年4月	 	愛知県教育・スポーツ振興財団
	 　（旧：財団法人愛知県教育サービスセンター）
	 青少年教育テレビ放送事業企画委員（2007年3月）
◇賞罰
1987年10月	 日本心理学会研究奨励賞
〈著作目録〉
＜主な研究業績・著書＞
1984年　乳幼児教育心理学（共著）福村出版
1984年　中学生・10代は今	―性―（共著）あすなろ書房
1987年　テキスト心理学（共著）福村出版
1987年　テキスト青年心理学（共著）福村出版
1988年　教育心理学への歩み（共著）川島書店
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1993年　人間の社会的形成と変容（共著）ナカニシヤ出版
1994年　発達と教育の心理学（共著）協同出版
1995年　ベーシック現代心理学3	―児童の心理学―（共著）有斐閣
1995年　自己学習システムの機能と役割（単著）風間書房
1999年　オーストラリアの小学校（共著）揺籃社
2001年　学ぶ心理学、生かす心理学（共著）ナカニシヤ出版
2002年　学校教育の心理学（共著）名古屋大学出版会
2003年　はじめての教育心理学（共著）八千代出版
＜主な研究業績・学術論文＞
1978年　自己強化の機能に関する実験的研究（単著）教育心理学研究　26巻3号
1978年　	子どもの学習過程における選択的注意の研究（共著）名古屋大学教育学部紀要
（教育心理学科）25巻
1979年　	自己強化に関する研究の動向（単著）名古屋大学教育学部紀要（教育心理学科）
26巻
1980年　	集団課題解決ストラテジーの研究：課題の困難度からの検討（共著）南山大学
紀要「アカデミア」人文・自然科学編　31巻
1980年　	小・中学校における指導の調査的研究―グループによる学習指導の実態―（共
著）名古屋大学教育学部紀要（教育心理学科）27巻
1981年　	自己強化および自己評価の学習に及ぼす効果―正反応情報を伴う課題におい	
て―（単著）心理学研究　52巻5号
1981年　	自己調整システムにおける自己評価の役割Ⅰ（単著）名古屋大学教育学部紀要
（教育心理学科）28巻
1986年　	小・中学校教師の指導行動の分析―算数、数学における教師の個人レベルの指
導論―（共著）教育心理学研究　34巻3号
1987年　	フィードバックを伴う自己評価反応が学習に及ぼす効果（単著）心理学研究　
57巻6号
1987年　自己評価とセルフコントロール（単著）心理学評論　29巻1号
1988年　	日本語学習に対する意識と日本語のイメージ（単著）名古屋大学教育学部紀要
（教育心理学科）35巻
1989年　学習と指導のパーソナル・セオリー（共著）教育心理学年報　28号
1990年　	学習の動機づけと学習内容、成績との関連性（単著）文部省特定研究「教育の
場における相互作用の実証的総合研究」報告書	名古屋大学教育学部
1991年　	オーストラリアの初等教育（1）～（5）―ニュー・サウス・ウェールズ州の小
学校を事例として―（共著）名古屋外国語大学紀要　第4号～第8号（1993年
まで）
2005年　ジェンダー認知の変容とその測定方法の検討（共著）奈良大学紀要　第33号
2008年　	授業内容が大学生のジェンダー意識の及ぼす影響―ゼミナールの授業を中心	
に―（単著）名古屋外国語大学外国語学部紀要　第35号
2013年　ジェンダー認知の変容とその測定　（共著）奈良大学紀要　第41号
2013年　ICTによる教育の活性化（単著）名古屋外国語大学外国語学部紀要　第45号
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献　辞
　石田勢津子先生は、本学開学間もない1989年4月に助教授として就任さ
れ、2001年4月からは総合教養主任として15年の長きにわたり外国語学部
の教養教育の運営と発展に尽力されてこられました。特に、教養教育のシ
ステム作りでは、基礎ゼミ +教養入門を初年次に、2年ではそれを踏まえ
て教養ゼミを行い大学教育の基礎固めをした上で、3年時以降の専門教育
を行うという理想的な教養教育システムを確立されました。先生の御退職
とともに総合教養の組織も長年の経験によって築き上げられた理想的な教
養教育システムも消滅したのは誠に無念でありますが、常に学生の視点に
立って教育を行うという先生の意は私たち旧総合教養教員が今後も実践し
ていく所存です。異例ではありますが、旧総合教養教員全員が献辞を述べ
ることになりました。これも石田先生がいかに皆さんから慕われていたか
の表れと思われます。	 （献辞まとめ役・世界教養学科教授・大矢芳彦）
　私は石田勢津子先生に対し「総合教養主任」として敬意を表したいと思
います。石田先生は風通しのよい部署運営をされ、ご自分の見解をおもち
でありながら私たちの意見にもよく耳を傾け、上層部に部署の意向を伝え
てくださいました。総合教養の面々が「集まるとき」を大切にされ、私た
ちが共通の認識をもつと同時に、上意下達で任務に当たらないよう、学校
の動きなどもできるだけ早くしっかりと伝えてくださいました。ご自分の
見解も表明され、私たちの見解も糺されましたので、時に口論に近い状況
も出現しましたが、そうした部署運営のおかげで、総合教養としての結束
も、主任に対する信頼感も強くなっていったように思います。近年、学校	
運営にスピードが求められています。こんな時こそ教える現場の状況や意
向をいち早くトップに伝え、トップの意思決定に繋げていかなければなら
ないと考えられます。石田先生が現場の意思を大切にされたことに感謝
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し、その手法が継続されることを願うばかりです。最後に僭越ながら石田
勢津子先生、総合教養主任として「A+」を贈らせていただきます。
	 （世界教養学科教授・鵜飼尚代）
　石田勢津子先生は（私の勘違いでなければ）、名古屋外国語大学における
後にも先にも唯一人の女性学科長でした。このことの意味はとても大きい
と考えています。学科内のことばかりでなく、大学全体のために長きにわ
たって「孤軍奮闘」されて来られたことは、学科の皆は誰も良く知ってい
ます。お疲れ様でした。総合教養「ご卒業」おめでとうございます。
	 （世界教養学科教授・真田郷史）
　石田先生は、学内のいろいろな会議で活発に発言されていました。その
ような発言や普段の会話から私が特に感じたのは、先生は総合教養という
組織のことを考えつつ、それ以上に常に大学全体の教養教育を良い方向へ
導こうとしておられたということです。3年前の世界教養学科設立準備時
には、石田先生も総合教養を発展させる形のカリキュラム案を出されまし
たが、結果的には総合教養でやってきたことから大きく方向を転換するこ
とになりました。現在、世界教養学科が2年目に入り、運用上のさまざまな
問題が出てきています。それらの対応を考えていると、石田先生が出され
たカリキュラム案の先見性を感じます。先生が大切にされてきた教養教育
の考えを取り入れることにより、本学の教育を発展させていくことができ
るのではないでしょうか。石田先生には、これまでのご指導に対してお礼
を申し上げるとともに、引き続き、ご助言いただきたく思っています。
	 （世界教養学科准教授・若山公威）
　私と石田先生との一方的な出会いは、前々任校の海外スクール・イン
ターンシップ事前指導において、石田先生の共著『オーストラリアの小学
校』を取り上げたことに始まります。まさかその8年後に同僚としてご一緒
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できるとは夢にも思っていませんでしたが、本学での4年間、調査研究活
動等へのご理解も賜り、多くのことをご教授いただきました。共同で担当
させていただいた教職科目「教職実践演習」や大学院授業「国際コミュニ
ケーション総合研究Ⅴ（比較教育）」では、「目標／方法（対象）／評価」
の視点の大切さを毎回熱心に指導され、私も学生に返って学ばせていただ
きました。また、毎年卒業式の日に行われる教育職員免許状授与式では、
「教員である前に、一人の人間としての成長を期待します」とのメッセージ
を毎回送られ、社会教育活動に関わってきた者として常に共感をもって拝
聴しました。このブレない石田先生の姿を忘れずに、自分なりの芯を持て
るよう努力する決意をお伝えして献辞とさせていただきます。4年間本当
にありがとうございました。	 （英語教育学科准教授・大橋保明）
　石田先生は、専門がバラバラの総合教養をひとつにまとめ、話がしやす
い環境を作ってくださいました。お昼ご飯をご自分の研究室内ではなく、
フロアに置いてある大きな机の所へ出て来て食べられるので、自然とそこ
で一緒に食べたり、ちょっと腰かけて話をして行ったり、という雰囲気
が出来上がりました。よくご自分でもサーバーいっぱいの珈琲を入れて、
テーブルに置いておいてくださいました。そこへ自然とお菓子も集まり、
ちょっと休憩、から話が広がりました。会議以外にこういう場があったこ
とで、情報も得られましたし、他の先生方のお考えや人となりを知ること
も出来ました。こういう雰囲気を作っていただいたことに、大変感謝して
います。石田先生とともに総合教養もなくなり、寂しい気持ちでいっぱい
ですが、今後先生がどんな先生らしい生き方をなさるのか、人生の後輩と
して楽しみでもあります。どうぞ、お元気で。
	 （世界教養学科講師・松本純子）
　最初に石田先生とお会いしたのは私が学部生で教育心理学の授業の時
でした。授業中に偶然目が合うと、「あ、目があったついでに先週教えた
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○○についてあなたが説明して」と言われ、私が困った顔をすると満面
の笑みを浮かべられました。その時、先生のお名前「勢津子」の「S」は
「サディスティック」を意味していると思いました。そんな先生ですが、	
大人数授業でも全員の顔と名前を覚え、常に学生のことを考えて授業をさ
れておられました。そのため学生からはとても人気がありました。大学卒
業後、総合教養助手として働き始めた時も、私の仕事を気軽にお手伝いし
てくださったり、仕事で自信を失ったときにも「あなたは大丈夫よ」と励
ましてくださったり、学科内で問題が起こったときもすぐに他部署に行っ
て解決してくださいました。そのおかげで毎日楽しく笑顔で仕事ができま
した。実は、「勢津子」の「S」は「聖母」を意味していたのです。学生、
学科、大学のことを常に考えられていた石田先生が退職されるのは大学に
とって大きな痛手だと思いますが、今後も聖母のように私たちを温かく見
守っていただきたいと思います。
	 （世界教養学科助手・野村陽子）
ここに先生の長年のご功績を称え、感謝の意を表します。
2016年4月1日	 旧総合教養教員一同　　　
